
　2022年 10月、鶉、宮ノ下両地区社会福祉協議会は、鶉小学校4年生（31名）を「子ども福祉委員」※に任命
しました。今年は、交流を通して障がいを理解したり、宝珠苑の職員から介護の仕事やお年寄りと関わる
上での心がけ等について話を聞きました。また、デイサービスセンターの利用者と、オンラインでクイズ
や日頃行っている体操を披露し合いながら、みんなで体を動かし、楽しい時間を過ごしました。
　さらに、冬休み期間には、子どもたちが書いたメッセージカードと使い捨てカイロ等を持ってお年寄り
宅を訪問しました。初めての活動に、子どもたちはとても緊張していましたが、いざ訪問してみると「子
ども福祉委員です！」「風邪に気をつけてね」と、笑顔で話しかけていました。児童からは、「初めて会う
人ばかりで緊張したけど楽しかった」「たくさんの人と会えてうれしかった」という声がありました。
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2022 ～ 2023 年　鶉小 4年生「子ども福祉委員」の取り組み

他の学校の取り組みは、4頁でも紹介しています。

　※子ども福祉委員　　
　地域の高齢者などとのつながりや生き方を学ぶとともに、地域の方々
　にも地域福祉活動を理解してもらうための活動です。鶉小では 2019
　年から毎年実施しています。（2020 年を除く）
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　オンライン交
流が実現した日

は特別な１日となりまし
た。コロナ禍のため、来
苑いただくことはかない
ませんでしたが、和やか
な雰囲気の中、お互いの
温かい気持ちを通わすこ
とができました。

　学習当初は、「こわい」「不安」という
意見が多かった児童たち。実際に自分の
目で見たり、話を聞いたりすることで、
心のバリアがなくなり、交流を楽しむ
たくましい姿がありました。私自身も成長
することができた、有意義な機会となり
ました。

　お年寄りからは「子どもたち
が訪問してくれて非常に嬉し
かった！」と大変喜ばれていま
す。今回をきっかけに、子ども
や保護者、お年寄りなど地域の
中で、みんながつながり、交流
が深まればと思っています。

児童や保護者、
地区社協役員で正月飾りの

プレゼント作り
（11月.宮ノ下公民館で） 


